
〈平成 30年 10月 27日〉甲子川水門工事の現場見学会を開催しました。

 平成 30年 10月 27日（土曜日）、本県沿岸広域振興局管内で復興事業として進めている
甲子川水門の工事進捗に伴い、地元住民等（10名：一般 5名、自治会関係者 4名、報道関
係者 1名）を対象に現場見学会を開催しました。

 見学会当日は雨天の為、会場を工事現場から小澤ビル５階の施工業者事務所内に変更し

て実施しました。

 甲子川水門工事の進捗状況をビルの窓から見学したり、施工中の動画や写真を観た後、

岩手県の津波防災の考え方等の説明をして、水門や防潮堤の役割や岩手県の津波対策の考

え方について理解を深めていただきました。

工事概要・進捗状況の説明



見学の様子（窓より水門を望む）

見学の様子（施工中の動画を見学）

 参加者からは、「水門工事の施工方法」や「今後の計画」等に係る質問があり、水門・防

潮堤施設や工事への関心の高さを感じました。 

 会の中では、「基礎杭の打込みが大変そうだ」「安全に配慮して工事を進めてほしい」「水

門が出来ていくのを見るのが楽しみだ」等のお言葉をいただきました。


